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(*)πコード技術 

PlexBio社が開発したπコード技術は、表面にバーコードを刻印した磁性マイクロディスクに抗体や遺伝

子測定用のプローブを固定することで検査対象の種類を特定し、同時多項目測定を可能とした技術です。

IntelliPlex™ システムはこのπコード技術を蛍光法による測定技術と組み合わせることで、高感度と同時

多項目測定を両立させています。蛍光法は測定対象に蛍光標識を付着させ、蛍光を測定することで高感

度に対象を認識する一般に普及している技術ですが、原理的に多項目の測定は困難です。IntelliPlex™シ

ステムではディスク表面に刻まれたバーコードを画像認識することで対象を特定することができるため、

同時多項目測定が可能となります。 

 

・IntelliPlex™は PlexBio 社の商標です。  

・PlexBio 社および IntelliPlex™システム、πコード技術の詳細は PlexBio 社サイト 

（http://www.plexbio.com）をご覧ください。 

 

※本件による2022年3月期連結業績予想（今年5月12日（水）公表予定）への影響は軽微です。 

 

【ご参考：本件に関連する過去プレスリリース（当社ホームページ）】 

・2019年7月30日「台湾 PlexBio 社への資本参加ならびに業務提携強化に関するお知らせ」 

https://www.denka.co.jp/storage/news/pdf/630/20190730_pb.pdf 

 

 

 

πコードTM　イメージ図 理化学機器(試験研究用)　写真

直径50μm以下

洗浄・反応装置 検出装置

【報道関係者からのお問い合わせ先】 

コーポレートコミュニケーション部  電話：０３－５２９０－５５１１ 


